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防災対策機能を消防局へ
問 １平成２２年度の機構改革で
防災対策機能を消防局へ一元化
するとのことだが、どういう体
制か２全庁的な危機管理を消防
局で行うことのメリットは。
答 １あらゆる人的災害、自然
災害にも対応した初動体制の強
化を目的としている。現在の総
務局防災対策課と消防局情報指
令課や警備課の指揮隊等の人員
を基本に、一元化に対応した必
要人員の配置を考えている。
２消防局が持っている、２４時
間体制、災害即応能力、情報通
信体制、消防団組織の
掌握などの機能を活用
した初動体制の強化、
情報の一元化で市民に
わかりやすく、かつ今
まで以上に迅速な災害
対応ができると考えて
いる。

安心な暮らしに向けた
犬島の将来ビジョン
問 離島「犬島」へ対す
る行政としての将来ビ
ジョンは。
答 犬島の振興計画は
離島振興法に基づき策定された
岡山県離島振興計画の中に位置
づけられている。急速な高齢化
と人口減少が進んでいる中、引
き続き島民が安心して生活でき
る環境を維持し、住んでいる人
が暮らし続けることができる地
域づくりに取り組みたい。
犬島アートプロジェクトや豊
かな自然環境を活かした観光振
興等を図る中「犬島自然の家」
の多様な利用形態により利用を
促進したい。

また、行政情報や福祉・防災
などの必要な行政サービスのた
めに市職員がより幅広い役割を
担い、島民が安心して暮らせる
ように検討したい。

ＡＥＤ設置状況
問 ＡＥＤ（自動体外式除細動
器）の市有公共施設への設置の
取り組みと今後の方針は。また、
貸し出し事業の状況は。
答 市有施設のＡＥＤは、平成
１８年度から２０年度の３年間で、
年間利用者が３万人以上の施設
及びスポーツ施設に２５台、また

小・中学校等の教育施設に１３４台
設置した。市全体では１９３台を設
置しており、今後は、必要に応
じ設置していく。多くの市民が
参加するイベント等の担当課に
貸し出しを行っており、早期救
命活動に備えている。

男女が互いに助け合える
環境づくり
問 岡山市ＤＶ防止基本計画策
定への取り組みは。
答 ＤＶ防止法の改正を受け、

社会ニーズが反映できる基本計
画を策定することとした。今ま
で実施していた施策などの整合
性を図り、関係機関や民間支援
団体などからの意見を基に新た
な施策を加え、総合的・一体的
に推進していく体制を構築する
ことが計画策定の意義だ。現在、
計画素案についてのパブリック
コメントを実施している。
幅広く意見を聴き、実効性の

ある成案を取りまとめ、配偶者
・パートナーからの暴力を根絶
し、男女が互いに助け合える環
境づくりを進める。

過大規模校への対応
問 マンションが増加してマン

モス化した西小学
校や御南小学校の
実態を把握してい
るのか。また、そ
の対応は。
答 普通学級が３１
学級以上の小・中
学校を過大規模校
としており、平成
２１年度は西小学校、
幡多小学校と芥子
山小学校が該当す
るが、中学校には
ない。
幡多小学校、芥

子山小学校ではピークを越えた
と考えているが、西小学校は微
増となっている。マンション開
発に伴う児童数の増加を正確に
予想することは困難だが、西小
学校については教室の増築で対
応できると考えている。
確実な将来予測が困難である

ため、教室が不足する場合はま
ず余裕教室を活用し、次にプレ
ハブ教室の設置、そして教室の
増築を基本に段階的に対応した
い。
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